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ピーマンの促成栽培と

ロンク仏語}iE引の肥効
宮崎県総合農業試験場
野菜・花き部栽培科長

高橋英生

促成栽培ピーマンは多肥栽培野菜で，基肥に多量の肥

料が施用されるほか，有機質肥料・化成肥料・液肥など

で月に2回以上の追肥が行なわれている。この追肥は，

畦の肩部分を中心に行なわれるので，この部分に肥料の

集積がみられ，根の褐変をおこしている場合も多い。

ピーマン栽培では，肥料の吸収が多いほど，収量があ

がる傾向がみられるので，このような障害をさけつつ，

十分な施肥をすることが求められる。また，燃料節減の

ために行なう多層被覆の条件下では，ハウス内の多湿化

を防ぐのに，マノレチ栽培が有利になるが，この場合，追

肥しにくい問題がある。

このようなことから，ピーマン栽培では，ロング(く

みあい被覆燐硝安加里ロング 180日〉の利用が有利と考

えられるので， 1， 2の試験を行なった。

1. ロンゲの肥効と施用量

8月まきの促成栽培ピーマンに対して，表に示す区を

設けてロングの肥効を検討した。この場合，対照区に

は，別に行なった試験で、慣行肥料区‘と同等の収量，品質

が得られた有機入り BB肥料を用いた。

ロング区は全量を基肥として施用し，対照区は N，

P205， K20各 2.5kgJを基肥として施用し，残りをlLl回

に分けて追肥した。追肥の施用法は，株元より30cmくら

い離れた畦の肩部にばらまき，潅水ホースと，滴下式の

潅水チュ{ブで，この上に潅水した。

栽培期間中の無機態Nは第1表に示すように，対照区

は畦の肩部に追肥をくり返すため，この部分の濃度が，

栽培期間の経過とともに次第に高くなり， Nの;形態も

NHcNが多くなった。

これに対し，ロング区は，全期間を通じて，(乾土 100

g 当たり 15~21mgと，安定したN濃度で、経過した。また

①栽培期間中の無機 N (a当たりkg)

Ml 施 11巴最 f史 )11 11巴 半、1.
N P20S K20 

対!!(i民 5.6 4.5 4.5 
基肥は千f機入り BBS-S-S、

j島JI巴はBB12-2 -2他を1V.Uf:I。

ロング ロング180、ifi.焼燐

l豆
6.0 6.0 5.1 

燐的安加I'H.(全量基JI巴)

ロング ロング180、危焼妙

J(~' }j包12<:
8.0 6.0 6.8 

燐自'i官加IW(全量基11巴)

注1)対照区の基肥成分はN，P205， K20各々 2.5kg，追肥は残り
を14回に等量分施した。

注2) ロング肥料両区のスターターはNl.Okg，P2050.6kg， K20 
0.9kgとした。

第 1表土壌中の無機態Nの推移(乾土100g中mg)

1 1.5 12.11 2.9 3.31 5.8 

26.6 43.2 34.0 68.4 55.5 

21.6 21.6 14.6 21.8 18.0 

44.9 58.8 52.8 28.9 62.6 

第 2表収量および品質 (a当たり)

=i，幹長 :i:校長 :i:伎町i数茶菓iTi. 般重
cm cm ifJJ g g 

30 218 37.6 5，425 103 
31 220 38.6 5，569 124 
30 217 38.2 5，123 117 

Nの形態も対照区と異なり， N03-N主体であった。た

だ，ロング増施区は，高すぎるN濃度で、経過した。
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第3表収量および品質 (a当たり)

JR 量 上ヒ 上物率

kg % 
1，285 100.iO 88.8 

1，290 100.4 89.3 

1，241 96.5 87.9 

ピーマンの生育は，ロング増施区が，初期生育の段階

で，肥料過剰気味で，やや生育の抑制がみられたが，そ

の後はどの区も順調な生育を示した。

根は，対照区に比べてロング区，ロング増施区は根重

が大きく，根の褐変もみられなかった。
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第4表土壌中の無機態の推移(乾土lOOg中mg)

10.23 12.14 2.26 4.15 6.17 

43.6 4l. 5 30.6 20.4 

32.8 10.6 15.3 6.6 

17.1 9.8 9.1 3.6 

第 5表収量および品質 (a当たり〉

illil 数 1旦l: tH: 上ヒ 1'，物率

111i1 kg % 
1，051 100 85.5 

1，009 96 86.4 

1. 067 102 87.8 

収量は各区とも十分な結果を示したが， ロング区は， かわらず，順調に経過した。

全量基肥の施肥法であったにもかかわらず，順次追肥を 根についても，対照区が畦の肩部の根に褐変がみられ

行なった対照区と同等の収量が得られ，品質の点でも差 たのに対し，ロング区と，ロングとBB肥料を組み合せ

はなかったO た区の根には，このような褐変はみられなかった。

ロング増施区は，初期の生育抑制の影響が残り，わず 収量は，前の試験では，対照区と同じ収量であったロ

かながら減収する結果を示し，全量基肥として施用する ング区が，この試験では，わずかながら減収を示し，こ

場合の施肥量としては，多すぎると考えられた。 の点でも，いくらかの追肥が必要と考えられた。ただ，

2. ロンゲと他の肥料との組み合せ施用 ロングとBB肥料を組み合わせた区は，土壌中のN濃度

促成栽培ピーマンの施肥において，ロングの利用が， が低く経過したのに，対照区と同等の収量が得られた。

追肥の省力の面ですぐれ，肥効の面でも対照区と同等の ま とめ

収量が得られたが，肥料代がやや高いことから， BB肥 このように，ロング~180 日夕イプによる施肥は， 8カ

料と組み合わせた施肥を検討・した。対照区の基肥に相当 月に及ぶ長期作の促成栽培ピーマンにおいて，追肥なし

する分を，有機入り BB肥料で，追肥に相当する分を， の栽培が可能であった。

ロングで施用することとし，全量を基肥に施用した。 このことは，追肥の省力ということから，有利である

② ロンゲと他の肥料との組合せ (a当たりkg) ばかりでなく，畦の肩部への追肥のくり返しによる，肥

注ぞ!
施肥最

N P205 K20 

対照区 6.0 3.8 4.7 

ロング区 6.0 3.5 5.0 

ロング
6.0 3.3 5.5 

BB組合せ区

使用肥料と施用量

基肥 BB8 -8 -8 (31. 3) 

追肥 BB 8 -3 -5 (43. 8) 

基肥ロング180 (38.5) 

重焼燐 ( 4.2) 

燐硝安加里(6.3) 

基肥ロング180 (31.3) 

BB8-8-8 (26.9) 

料集積を防ぐ面からも好結果を示した。

なお，この作型のピーマンの場合のロング、のタイdプ

は，本試験に使用した180日型のものでよいと考えられ，

a 当たりの施用量も，対照区と同程度の， N量が~5.5~

6.0kgになるような施肥量でよいと考えられた。

ただ，土壌中の肥料濃度の変化には年により差がみら

れたほか，畦内の根群の密な部分では，栽培中の時期に

より肥料濃度が低下することも考えられた。また， ピー

この試験での，土壌中の無機態N濃度の変化は，前述 マン栽培では，いわゆる肥料の効いているという条件

の試験の場合と異なる動きを示した。前回，安定した濃 が，f徒長を防ぎ，生育が安定し，収量も高い傾向がある。

度で、経過したロング区は， 10月---':'12月まで高いN濃度で そこで，ロングの利用に当っては，基肥に重点をおい

経過したのち， 2月下旬には大幅に低下し，その後は低 た施肥としながらも，液肥等を利用した追肥を組み合せ

い濃度で、推移した。この値から， 1月あるいは2月以後 ることで，更によい結果が得られると考えられる。

は，追肥が必要と考えられた。 また，ロングは，現行の施肥体系を改善する材料とし

ロングとBB肥料を組み合わせた区も，初期だけ高 てとり入れ，慣行肥料や， BB肥料との組み合わせをう

しそのあと低いN濃度で、経過した。 まく考えて利用していくのがよいのではないか。

ピーマンの生育は，このような肥料濃度の動きにもか


